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1. はじめに 
低炭素・脱炭素化を目的に、電力・エネルギー分野で

は太陽光発電システム（PV）をはじめとした再生可能エ

ネルギーの導入・ 拡大が進展している。筆者らは、金沢

工業大学白山麓キャンパスにて、パネル上の積雪を考慮

した PV 発電量の予測について検討している(1)。今回、

蓄電池などを効率よく制御するためには、より短い周期

で 1 日（24 時間）先までの予測が必要であることを考慮

し、1 時間周期の 24 時間先までの PV 発電量の予測につ

いて検討したため、その内容について報告する。 
 

2. DL による発電量予測 
近年、飛躍的な発展を遂げているディープラーニング

を用いて予測モデルを構築し、PV 発電量を予測する。今

回は、最もシンプルなディープニューラルネットワーク

（DNN）を用いた PV 発電量の予測を行う。 
図 1 に今回使用する DNN のモデルを示す。図 1 に示

すように、入力層が 4 ユニットで入力データである日照

時間(雲量)、気温、積雪量、時刻の 4 つ、出力層は、1 ユ

ニットで、PV 発電量の 1 つとする。そして、中間層に

ついては、事前検討の中で最も精度が良好だった構成を

採用した。また、予測モデルの構築には 2019 年 4 月か

ら 2020 年 3 月のデータを使用した。 
 

3. PV 発電量の予測結果 
今回の実験では気象庁と OpenWeather 社の 2 つのデ

ータを使用して白山河内、鶴来朝日、小松の 3 ヶ所に

ついて PV 発電量の予測を行った。 
予測対象期間は、積雪を考慮した PV の発電量を予測

するため、2020 年 1 月 1 日から、2020 年 3 月 31 日と

した。また、発電量を予測する際、入力データに時刻を

使用する場合と使用しない場合の 2 パターンを検討し

た。 
図 2、図 3 に白山河内の 2 月の予測結果を抜粋して示

す。また、表 1 に各地点の平均絶対誤差を示す。白山

麓キャンパスでまとまった積雪を観測した 2 月 20 日前

後の時刻ありの予測結果は、予測を大きく外している。 
表 1 より、全体的に時刻ありの方が、時刻なしと比

較して誤差が小さいことがわかる。このことから、気象

データに時刻を指定することによって、予測精度を向上

させることができる。時刻ありの白山河内と鶴来朝日に

着目すると、鶴来朝日は白山河内の予測結果と遜色なく

予測することができた。しかし、小松の気象データを用

いた場合、他の地点と比較して誤差が大きくなった。 
 
4. まとめ 
 今回、PV パネル上の積雪を考慮した PV 発電量を予

測した。まとまった積雪を観測した日に誤差が生じた原

因として、PV パネル上の積雪が考えられる。発電量を予

測した際に入力した積雪量は、実際の PV パネル上の積

雪とは限らない。周辺には積雪があるが、PV パネル上に

は積雪が全くない、またはその逆も考えられる。こうし

た積雪が、PV 発電量に影響を及ぼしたと考えられる。 

今後の課題として、実際の PV パネルの積雪を考慮し

たうえで、さらなる予測精度の向上に向けた手法の検討

を行う。 

 

 
図 1：ディープニューラルネットワークのモデル 

 

 
図 2：白山河内の時刻ありの予測結果 

 

 
図 3：白山河内の時刻なしの予測結果 

 
表 1：各地点の平均絶対誤差 
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